
大人と対話する生徒の可能性 

校長 見世 直樹 

 

 先日、日南中学校トーキングプログラム「チャ・チャ・チャ」（県教委、地教委共催）に 2，3 年生が取り組みました。

（ＣＨＡ ３とは、出会う機会（Chance）をつくり、語り合う中で自分を変え（Change）、様々なことに挑戦

（Challenge）する態度を育む意味が込められています。） 

大学生や地域の大人の方と４、５人のグループを作り、何か一つのテーマごとに、自分の意見を言い合ったり、質

問し合ったりしていきました。 

初めて会う人に自分の考えが言えるかなと心配をしていましたが、司会の大学生が「今までで一番盛り上がりま

した。ありがとう。」とおっしゃるほど、生徒達は会話を楽しんでいました。 

大学生や地域の方に話しやすい雰囲気を作ってもらったり、発言を引き出してもらったりもあると思いますが、自

分の考えをしっかり伝えながら、大人の様々な価値観、人生観に触れ、うなずいたり、笑ったり、驚いたりする姿に、生

徒達の新たな一面、成長の可能性を強く感じることができました。地域の方も、「３年生は自分の意見をしっかり言っ

ていてすごい。」と褒めてもらったり、休憩時間にも大学生と談笑する姿が、「関わりがいいですね。」と言ってもらっ

たりしました。 

現代は SNS などを使って知らない人とやりとりをしたり、自分の興味のある世界を広げるたりすることはできるの

ですが、このように、ひざをつき合わせて年齢の近い大学生と対話したり、地域で色々な仕事をしている大人の本音

を聞いたりすることは、今まで知らない世界に一歩踏み出していく上でも、貴重な経験になりました。 

昨年度も３年生がある企業の若い方々と、同じようにグループを作り、話し合う 

活動を楽しみました。これからもこのようなプログラムは今の生徒達にとって大変 

有益だと思いますし、更には、コミュニティ･スクールとして「自分の未来やまちの 

未来」について、色々な大人の人と対話をしていく活動につながればと、夢は大 

きくなります。 

今回は３０名以上の方々にお世話になりました。地域の皆様にもお仕事や農繁期 

でお忙しい中、参加していただき有り難うございました。 
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９月７日の体育祭では、生徒たちの一生懸命な姿や演技等にたくさんのご声援をいただき 

ありがとうございました。今年度は、生徒会種目（綱引き）も更に１つ追加され、スローガン 
のとおり生徒たちは仲間とともに最高の頂点へ上り詰め、思い出に残る体育祭を創り上げる 
ことができました。本校が大切にしているのは、当日の一人ひとりの頑張りはもちろんですが、 
取り組みの中での関わり合いをとおして、 
充実感と感動を共有することです。 
体育祭終了後に組別集会を行い、一人 
ひとりの語りをみんなで聞く中で、充実感 
と感動がさらに深まりました。 
今回の体育祭で得られた力を日々の 
学校生活や文化祭につなげてほしいと 
思います。 

 

 体育祭  『 OVER THE TOP ～仲間とともに最高の頂点へ上り詰めよう～ 』 
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『人権教育参観日・講演会』 

９月２０日の午後から、小中学校の人権教育参観日を行いました。１年生はいろいろな人の感じ方や
気持ちを理解し、皆が気持ちよく生活できるために何ができるかを考えました。２年生は県男女共同参
画センターよりん彩の澤田さんにお越しいただき、ハンセン病の学習会を行いました。３年生は就職差
別を考える学習で、昔の応募用紙を見て気になる項目を話し合いました。 
ひまわり学級はどんな大人になりたいのかを考え、そのためにどう生活 
していけばよいかを考えていきました。保護者の方も多数ご参加くださり、 
一緒に学習できてよかったです。ありがとうございました。 
そして、授業の後は親子で講演を聞きました。「自分も相手も大切に」 
と題して、岡山コミュニケーション研究講演企画代表の稲田尚久さんに 
お越しいただきワークショップやグループで話しながら、人の考え方 
（価値観）は違って当たり前、マイナスなとらえ方をリフレーミングで 
良い点に変える方法などを学びました。 
 

『高校説明会』 

９月２４日の午後から、２・３年生と保護者を対象に高校説明会を行いました。西部地区の私立高校
と県立高校を中心に、島根県、岡山県の高校からも先生方にお越しいただき、それぞれの高校の特色
や取り組みの内容等を、丁寧に分かりやすく説明をしていただきました。 
特に３年生は、これからの進路決定に向けて熱心に説明を聞き、進路 
選択の参考にしようとする姿が見られました。２年生は、これからの高校 
調べに生かしていきます。来ていただいた高校の中には、本校の卒業生 
も一緒に説明に参加して、高校生活の様子や活躍している姿も見られ、 
大変嬉しく思いました。今後は、担任の先生や家の人などとよく相談を 
して、自身の納得のいく進路実現をめざしてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（水） 園小中合同避難訓練・引き渡し 

４日（金） 西部地区秋季総体 

        ３年英検（１２時バス下校） 

５日（土） 西部地区秋季総体 

６日（日） フォレストコンサート（吹奏楽部） 

９日（水） ３年学力診断テスト 

１１日（金） 中間テスト（1２時バス下校） 

１５日（火） 中間テスト 

１6日（水） 西部地区駅伝（どらドラパーク） 

30日（水） 文化祭リハ  

31日（木） 文化祭リハ  

新しい生徒会執行部が決まりました！ 
 

会  長  長田 康介 

副会長  片岡 智規  前田 夏帆 

役  員  北垣 天花  佐々井 亮丞 長谷川 天音 

 

10月7日に認証式を行い、文化祭では交代式を行

います。伝統を引き継ぎながら、新しい日南中学校を

創っていく２年生に期待しています！ 

体育祭を終えた生徒の感想 

【１年】私はこの体育祭で、「関わり合う力」をたくさん意識して活動することができました。特に、縦割り競技と

製作物で発揮することができました。今回、「関わり合う力」を意識しながら、協力の力を得ることができたし、一

生懸命相手のため、チームのため、自分のために頑張るという気持ちを強く成長させることができました。 

 

【２年】３年生みんなが全力で練習している姿や応援合戦のダンスを優しく教えてくれたから自分も頑張ろうと

思いました。大縄などで自分が「場所を変えてほしい」と言ったときに、すぐに場所を変えてくれてうれしかった。

来年は、自分たちが教える番だから、今の３年生みたいに頑張りたいと思いました。 

 

【３年】今回の体育祭を通して、仲間の大切さを学びました。仲間がいることで今まで自分一人じゃできなかった

ことや直ぐにあきらめていたことに挑戦することができました。お互いを助け合ったり、話し合いをしたりして「人

と関わる力」をつけることができました。今回の体育祭は、みんなが協力して意見を出し合ってアドバイスし合っ

たからこそ成功した体育祭だったと思いました。 

１０月の主な行事 

 

講演会の様子 


